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社
会
科
学
研
究
所
（
樋
口

博
美
所
長
）
主
催
の
公
開
講

座
『
太
閤
秀
吉
の
誕
生
と
近

衞
家
女
性
の
知
』
が
７
月
９

日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
多

摩
市
民
館
で
開
か
れ
た
。

　
本
学
図
書
館
所
蔵
の
『
源

氏
の
物
語
の
お
こ
り
』
を
題

材
に
、
王
朝
文
学
が
専
門
の

小
山
利
彦
名
誉
教
授
が
、
階

級
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
社
会

科
学
的
な
視
点
も
交
え
て
講

演

写
真
。
宮
中
祭
祀
な
ど

豊
富
な
知
識
を
持
つ
小
山
名

誉
教
授
の
話
は
、
今
日
の
京

都
と
は
異
な
る
平
安
京
の
時

空
か
ら
、
現
在
放
映
中
の
大

20年ぶりの街で見つけた静かな変化

　20年ぶりに、学生時代を過ごした街へ戻って

きました。鉄道が開業し、新しい駅の周辺には

マンションが建ち並び、街は大きく姿を変えま

した。そして、もう一つ気づいたことがありま

す。学生だった頃は、夏の夜になると毎日のよ

うに暴走族の爆音が聞こえ、「夏の風物詩」の

ように感じていました。それが今では、ほとん

ど耳にすることがありません。どうやら年齢を

重ねて耳が遠くなったわけではなさそうです。

　実は、この変化は気のせいではありません。

統計を見ると、10代少年の刑法犯検挙率は、こ

の20年ほどで約５分の１まで低下しています。

闇バイトなどの事件が大きく報じられるため、

治安は悪化しているように感じがちですが、デ

ータは日本社会が着実に安全な方向へ変化して

きたことも示しています。

　私は教育や犯罪を経済学の視点から研究して

います。その中で、子育て支援の充実が将来の

少年犯罪を減ら

すことも明らか

にしてきました。子どもが安心して育つ環境へ

の投資は、その子の人生だけでなく、社会全体

にも長期的な利益をもたらします。目に見えに

くい変化の背景には、これまで積み重ねられて

きた子どもへの投資があるのかもしれません。

　少子化は日本にとって大きな課題です。しか

し見方を変えれば、一人一人の子どもをこれま

で以上に大切に育てる社会をつくる機会でもあ

ります。大学で学ぶ皆さんの中には、将来、教育

や行政に携わる人もいれば、企業で働く人もい

るでしょう。どんな道に進んだとしても、皆さ

んの仕事は次の世代の子どもたちにつながって

います。20年後、皆さんが久しぶりにこの街を

歩いたとき、「昔より、もっと暮らしやすくなっ

た」と感じられるような社会を、一緒につくっ

ていけたらと思います。 （学生部委員・森啓明）

河
ド
ラ
マ
ま
で
縦
横
無
尽
に

及
ん
だ
。
受
講
者
は
深
く
う

な
ず
き
な
が
ら
、
最
後
ま
で

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

訃
　
　
報

鐘
ケ
江
晴
彦
氏（
か
ね
が
え
・
は
る

ひ
こ
）名
誉
教
授
・
元
文
学
部
教
授

　
７
月
23
日
、
79
歳
で
死
去
。
１

９
７
９
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で

在
職
。

　
専
門
は
教
育
社
会
学
。

福
冨
忠
和
氏
（
ふ
く
と
み
・
た
だ

か
ず
）
元
文
学
部
教
授

　
７
月
23
日
、
71
歳
で
死
去
。
２

０
０
７
年
か
ら
26
年
ま
で
在
職
。

　
専
門
は
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
。

社
会
科
学
研
公
開
講
座 

小
山
名
誉
教
授
が
講
演

　
本
学
経
済
学
部
は
、
現
代
経
済
、
生
活
環

境
経
済
、
国
際
経
済
の
３
学
科
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
の
学
科
も
経
済
の
理
論
・

歴
史
・
政
策
の
基
礎
を
学
ん
だ
上
で
、
デ
ー

タ
に
も
と
づ
く
現
代
経
済
の
分
析
方
法
を
学

ぶ
、
人
び
と
の
「
生
活
の
質
」
の
改
善
を
考

え
る
、
あ
る
い
は
語
学
に
も
力
を
入
れ
つ
つ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を
考
え
る
、
と
い
っ

た
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
学
び
を
深
め
て

い
く
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
経
済
学
部
の
特
徴
の
一
つ
は
、
伝
統
で

す
。
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
に
開
校
し
た

本
学
の
前
身
、
専
修
学
校
は
、
日
本
で
初
め

て
日
本
語
で
経
済
学
が
学
べ
る
学
校
と
な
り

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人
に
、
平
易
に
、
経

済
学
の
教
養
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
そ
の
精
神
は
今

も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
学
を
学
ぶ
皆
さ
ん
に
は
「
思
考
の
座

標
軸
」
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
社
会
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

象
や
政
策
を
整
理
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か

の
座
標
軸
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
や
や
も
す
る
と
、
物
事
を
整
理
す
る
時
に

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
頼
り
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
自
分
と
し
て
の
考
え
を
持
ち
に
く
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
世
の
中
は
、
シ
ン
プ
ル

に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。
ゆ

え
に
、
複
雑
な
物
事
も
自
分
の
中
に
落
と
し

込
め
る
よ
う
な
、
思
考
の
枠
組
み
や
歴
史
観

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
４
年
間
は
、

こ
の
よ
う
な
思
考
、
視
点
を
育
む
た
め
の
時

間
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
分
か
り
や
す
さ
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な

く
て
、
難
解
な
問
題
も
分
か
ろ
う
と
す
る
努

力
を
続
け
て
ほ
し
い
。
そ
の
中
で
き
っ
と
、

興
味
を
ひ
か
れ
る
こ
と
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
、
そ
こ
を
入
り
口
に
探
究
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
授
業
だ
け
が
全
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル

活
動
、
あ
る
い
は
皆
さ
ん
の
消
費
活
動
も
、

み
な
「
経
済
」
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
。

 

サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
人
文
研
究
セ
ン
タ

ー
歴
史
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
歴
史

学
）。
２
０
０
５
年
本
学
経
済
学
部
講
師
。
14

年
同
教
授
。
専
門
は
経
済
史
、
医
療
史
。
専
修

大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
団
長
。
ビ

オ
ラ
を
担
当
し
、「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し

て
み
ん
な
で
合
奏
す
る
っ
て
楽
し
い
で
す
ね
」

と
、
入
学
式
・
卒
業
式
で
は
祝
賀
演
奏
に
加
わ

る
。
東
京
都
出
身
。
57
歳
。

略 

歴

「思考の座標軸」の獲得を

経
済
学
部
長

経
済
学
部
長

永
島 

剛

　「
理
論
と
実
践
の
融
合
」
。
こ
れ
が
経
営
学

部
の
大
き
な
理
念
で
す
。
自
分
で
テ
ー
マ
を

選
択
す
る
「
テ
ー
マ
制
」
を
設
け
て
お
り
、

今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
よ
り
内
容

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
経
営
学
科
は
「
戦

略
と
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
学
科
は
「
商
品
開
発
と
事
業
創

造
」
を
独
自
必
修
テ
ー
マ
に
定
め
、
さ
ら
に

学
部
共
通
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
興
味
の
あ
る

分
野
を
選
択
し
ま
す
。
「
１
か
ら
１
０
０
へ

と
育
て
る
」
経
営
学
科
、
「
０
か
ら
１
を
生

み
出
す
」
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
そ
れ

ぞ
れ
の
独
自
性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
し
て

い
き
ま
す
。

　
演
習
科
目
も
充
実
し
て
お
り
、
す
べ
て
の

学
生
が
実
践
的
な
学
び
や
専
門
的
な
研
究
に

触
れ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
実
際

の
企
業
活
動
や
社
会
の
動
き
を
説
明
で
き
て

こ
そ
理
論
で
あ
り
、
一
方
で
理
論
的
な
裏
付

け
が
な
け
れ
ば
実
務
も
発
展
し
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
、
私
の
専
門
で
あ
る
広
告
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
。
授
業
や
ゼ

ミ
を
通
じ
て
、
企
業
や
経
営
の
知
見
を
身
に

つ
け
る
と
同
時
に
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
読

み
解
く
力
も
身
に
つ
き
ま
す
。
そ
う
し
た
学

び
は
、
社
会
を
見
る
新
た
な
視
点
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　
経
営
学
部
60
周
年
を
機
に
ア
ニ
ュ
ア
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
卒
業
生
起
業
家
の

ス
ピ
ー
チ
や
在
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
巻
専
修
大
学
経
営
学

部
か
ら
毎
年
「
国
内
留
学
」
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
石
巻
専
大
に
戻
っ
て
か
ら
も
、

研
究
を
続
け
た
り
、
ゼ
ミ
生
と
交
流
し
た
り

す
る
学
生
も
多
い
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
は

本
学
学
生
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
り
、
大
き

な
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
学
び
の
価
値
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
見
え

て
く
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
経
営
学
部

で
の
理
論
と
実
践
を
通
じ
て
経
営
マ
イ
ン
ド

を
磨
き
、
自
分
の
専
門
性
と
幅
広
い
視
野
を

会
得
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
授
業
・
演
習
・
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
社
会

に
出
て
か
ら
も
役
立
つ
力
を
養
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
１
９
９
８

年
本
学
経
営
学
部
講
師
、
２
０
０
６
年
同
教

授
。
剣
道
教
士
七
段
。
大
学
時
代
か
ら
は
剣
術

の
小
野
派
一
刀
流
を
学
び
、
17
年
免
許
皆
伝
。

本
学
剣
道
部
顧
問
の
傍
ら
、
地
元
川
崎
市
の
剣

道
場
、
小
野
派
一
刀
流
道
場
で
も
指
導
す
る
。

「
剣
を
握
る
と
き
は
平
常
心
を
心
が
け
る
」
と

い
う
。
東
京
都
出
身
。
57
歳
。

略 

歴

「理論と実践の融合」理念に

経
営
学
部
長

経
営
学
部
長

石
崎 

徹

新
学
部
長

新
学
部
長
にに
聞聞
くく

　
任
期
満
了
に
伴
う
５
学
部
の
学
部
長
選
が
各
学
部
教
授
会
で
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
長
に

永
島
剛
教
授
、
経
営
学
部
長
に
石
崎
徹
教
授
、
人
間
科
学
部
長
に
大
矢
根
淳
教
授
、
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長
に
上
原
正
博
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。
文
学
部
長
に
は
髙
久
健
二

教
授
が
再
任
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
任
期
は
９
月
１
日
か
ら
２
０
２
８
年
８
月
末
ま
で
。

　
新
任
の
４
学
部
長
に
、
学
部
の
特
色
や
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。


